
 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚厚厚保保保中中中学学学校校校だだだよよよりりり   平成３１年 

 

 

教教教育育育目目目標標標   【【【自自自ららら学学学びびび   生生生かかかすすす   心心心豊豊豊かかかななな生生生徒徒徒ののの育育育成成成】】】   

 幸幸幸福福福度度度ナナナンンンバババーーーワワワンンンののの学学学校校校をををめめめざざざそそそううう！！！   

 

 
 

1 月号 

「遺伝子と“余白”」 
                              校長 松本 恵理子 

 「きっぱりと冬が来た・・・」と言う詩がありますが、まだまだ暖かいと思っていたの

に、やはり厳しい寒さが到来しました。朝早くに布団から出るのはつらいなと思ってしま

うのですが、ある朝、小さな発見をしました。本校のグラウンドで何か白いふわふわとし

たものが目にとまり、近づいてみると冬のタンポポだったのです。タンポポは長い冬の間

も枯れることなく、葉を地べたにくっつけて、じっと春を待っているのです。懸命な命を

守る姿に心を打たれ、私も今日一日頑張ろうと思いました。 

 多くの行事や学習などで忙しかった２学期ですが、子どもたちは意欲的に、協力し合い

ながら一つ一つのことに取り組み、充実した時を過ごし、きらめく思い出として心に残っ

たのではないかと感じています。大人が思う以上に子供は可能性をもっています。それを

引き出すことが私たちの役割でもあると思います。                  

 『遺伝子のシナリオは両親から引き継ぐが、そこには 

「余白」があります。余白のおかげで「個性」が育まれ 

るし、環境や努力によって修正もききます。だからあり 

のままの子どもを信じて、思いきり大事にすることです。』 

（慶応大教授 高橋孝雄さんの言葉より）                  

                               

        

 

 

 

 

 

 

       

 

                                 

 

１月の主な行事 

７日（月）３年授業日，習熟度テスト 

８日（火）始業式，勝ち栗贈呈式 

１５日（火）あいさつ運動 

２２日（火）研修職員会 

２８日（月）３年直前テスト 

      １，２年習熟度テスト 

２９日（火）小学６年生  入学説明会  

立志式のお知らせ 

 ２月９日(土)に，２年生は立志式を行

います。朝から江下山に登り「代表者に

よる立志の誓い」を，下山してから体育

館で「全員の立志の誓い」の発表を行い

ます。２年生の立志にあたり，たくさん

の方々にその姿を見ていただきたいと思

います。保護者の方だけでなく地域の

方々も，お誘い合わせのうえ，どうぞご

参加ください。  

「協調学習」授業公開 
１２月１０日、２年生の数学の授業公開を行い、

東京や山陽小野田市、萩市、また小学校や高校から

も参観がありました。この日の授業は「図形の調べ

方」で、ｎ角形の内角の和の求め方を説明する方法

を考えました。友だちに何度も説明を求めたり、「自

分はこういう風に考えた」と一生懸命考えを伝えた

り、活発な班活動ができました。班で考えを出し合

い、多様な意見を交流しあうことで、新たな発見が  

できた生徒もいまし 

た。授業が終わって 

も、先生に質問した 

、            り友だちと話し合った 

りと、熱心なやりとり

が続いていました。 

【冬の句】 

街をゆき  

子供の傍（そば）を 

通るとき 

蜜柑の香せり  

冬がまた来る  （木下利玄） 

 

        

 



 ～日曜参観日・学校保健安全委員会・引き渡し訓練～  

 学校保健安全委員会・引き渡し訓練を、１１月２５日（日）に参観授業とともに実施しました。

朝から予想以上の保護者・地域の方々の参観があり、貴重な御意見を賜りました。今後の授業改善

に活かしていきたいと思います。学校保健安全委員会では、生徒たちの代表の保健・ボランティア

委員会が、本校の健康などへの取組と課題について発表しました。その後、子どもと親のサポート

センターの臨床心理士の武居奈緒子様に講演をしていただきました。アクティビティも交えながら

楽しく熱のこもった講演でした。引き渡し訓練にも多くの保護者の方が参加していただき、防災意

識の高さを全職員が痛感しました。  

（生徒の発表）     （武居臨床心理士の講演会）        （引き渡し訓練）  

 

    

 

   駅伝・校内マラソン大会 

 

 

 

 

 

 

校内マラソン大会の結果 

《男子》１位 弘永颯汰／２位 弘永瑞樹／３位 津田初芽  

《女子》１位佐々木理那／２位明光院心実／３位 重枝花菜  

全校道徳 「災害ボランティアから伝えたいこと」  

12月 4日(火)､現在も日本大震災の被災地

の方々と関わりをもって活動しておられる

講師の山口県学校防災アドバイザー幸坂美彦

さんに、中学生に伝えたい災害ボランティア

活動についてお話していただきました。  

 

 

 

おいしくいただきました！ 

11 月 19 日（月）、厚保地域給食

試食会を実施しました。  

 

 

 

 

12 月 18 日（火）、2 年生がおせ

ち料理の調理実習を行いました。  

 

   

        

 

試食会に参加された皆様、食生活改

善推進員の皆様、本当にありがとう

ございました。  

 

  

いざという時のために…… 

～防災出前授業～         

 11 月 27 日（火）に「避難訓練」を実施

しました。地震に伴う火災を想定し、実

際にグラウンドへの避難を行いました。

その後に、下関気象台気象情報官、平松

和馬様を講師としてお招きし、「防災出前

授業」に参加しました。“地震に関する資

料”“地形に関する資料”“家族に関する

資料”などをもとに、ワークショップ形

式で議論しました。この機会にぜひご家

庭でも、緊急時の対応について話し合わ

れてください。 

 

   

「校内マラソン大会」を終えて（二年 弘永颯汰）  

９月から吹上先生のご指導のもとかんばりました。4.5 ㎞を

走るのは初めてで不安でした。でも、地域のみなさまの応援

でとてもがんばれました。寒い中ありがとうございました。

これからも応援をよろしくお願いします！  

「駅伝大会」を終えて（二年 佐々木理那）  

 今年は去年よりも暖かく走りやすかったです。来年は３位

以内にははいれるよう、またみんなでがんばっていきたいと

思います。  

「“人の優しさ”は社会を救う」（一年 岩﨑翔瑠）  

 人のつらさや悲しさをまぎらわせるには、（つらさの反対の）人の優

しさがぴったりだと思います。自分ができることをなんでもやって、

笑顔をくずさないで、相手の気持ちによりそって考えることが大切だ

と分かりました。  

「“人々”は社会を救う」（一年 木下桜空）  

 人がなやんでいるのを聞いてあげるのは人間で、災害で困っている

時に助けるのも人間です。助けてもらわないと人は生きていけません。

今日の授業をとおして、人の大切さをあらためて知りました。  

 


